
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

【
12
月
】

16
日
　�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
・
採
決
、
議

員
提
出
議
案
の
審
議
、
採

決
、
陳
情
の
委
員
会
付
託
）

19
日
　
建
設
環
境
委
員
会

　
　
　
厚
生
文
教
委
員
会

20
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
総
務
企
画
委
員
会

21
日
　�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調

査
特
別
委
員
会

　
　
　�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特

別
委
員
会

22
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
厚
生
文
教
委
員
会

26
日
　�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
案
の
審

議
・
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
・
採
決
、
陳
情

の
訂
正
・
撤
回
、
委
員
会

付
託
）

市
立
保
育
園
２
園
を
廃
園
す
る

条
例
の
廃
止
条
例
を
否
決

医療費助成を令和５年４月から高校生等まで拡大するための条例を可決
子ども子育て応援事業（1人5,000円分の商品券）を含む補正予算を可決

小金井市農業振興連合会　第7回農業絵画コンクール議長賞「いただきます」古瀬　新大（東小学校2年生）

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
（
鈴
木
成
夫
議
長
）
は
、
12
月
16
日
に
開
会
し
、
26
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
は
、
11
月
27
日
に
行
わ
れ
た
小
金
井
市
長
選
挙
及
び
小
金
井
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
後
、
初
め
て
開
催
さ
れ
た
議
会
で
す
。

冒
頭
、
白
井
亨
市
長
の
就
任
挨
拶
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
委
員
会
等
の
委
員
構
成
を
一
部
変

更
し
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
９
月
29
日
に
前
市
長
が
専
決
処
分
し
、
10
月
７
日
に
議
会
で
不
承
認
と
し
た

「
市
立
保
育
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
廃
止
し
、
専
決
処
分
前
の
「
市
立
保
育

園
条
例
」
に
戻
す
こ
と
で
、
専
決
処
分
以
降
０
歳
児
の
募
集
を
停
止
し
て
い
る
、
市
立
く
り

の
み
保
育
園
及
び
さ
く
ら
保
育
園
の
令
和
５
年
４
月
１
日
入
所
の
募
集
事
務
を
再
開
す
る
も

の
で
す
。

12
月
26
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
、
否
決
し
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
医
療
費
助
成
の
範
囲
に
児
童
手
当
と
同
様
の
所
得
制
限
を
設
け
、
15
歳
か
ら

18
歳
の
高
校
生
等
ま
で
に
拡
大
す
る
も
の
で
す
。
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
健
康
保
険
適

用
で
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
市
が
助
成
す
る
た
め
、
養
育
者
が
医
療
機
関
に
支
払
う
の

は
、
こ
れ
ま
で
の
３
割
か
ら
通
院
１
回
当
た
り
200
円
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

12
月
26
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

本
補
正
予
算
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
家
計
へ
の
負
担
軽
減
と
、
子
ど
も
の
学
び

や
生
活
の
支
援
の
た
め
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
等
を
対
象
に
、
電
子
版
商
品
券

（
１
人
当
た
り
５
千
円
分
）
を
支
給
す
る
「
子
ど
も
子
育
て
応
援
事
業
に
要
す
る
経
費
」

（
１
億
千
166
万
円
）
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

12
月
26
日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
定
例
会
を
通
じ
て
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
合
計
額
は
、
10
億
８
千
971
万
円
と

な
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
532
億
５
千
316
万
５
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
よ
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
同
法
の
施
行
に
関
し
必
要

な
事
項
及
び
本
市
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
定
め
る
た
め
に
全
部
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

12
月
26
日
の
本
会
議
で
は
、
高
木
議
員
ほ
か
１
名
に
よ
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
否
決
し
、
原
案
に
つ
い
て
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。 第

４
回
定
例
会
の
概
要

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
回
）
を
可
決

「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
可
決

「
市
立
保
育
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
」
を
否
決

「
義
務
教
育
就
学
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
を
可
決

定
例
会
日
誌

令
和
４
年
第
４
回

議
員
が
辞
職
し
ま
し
た

白
井
亨
議
員
が
11
月
２
日
付
け
で
議
員
を
辞
職
し
ま
し
た
。

小
金
井
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
後
の
議
会
構
成
等
は
２
面
に
、各
議
員
の

連
絡
先
は
４
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会派の結成がありました
12月１日付けで、次のとおり変更となりました。

（新）・�子どもの権利を守る会
　　◎片山　かおる
　　〇古畑　俊男
　　　渡辺　大三
　　　高木　章成

（旧）・�市民といっしょにカエル会
　　◎片山　かおる
　　・情報公開こがねい
　　◎渡辺　大三
　　・元気！小金井
　　◎古畑　俊男

◎幹事長　〇副幹事長

令和 4年
第 4回定例会
第281号

令和5年（2０23年）
2月2０日発行市議会だより

こがねい
発行：小金井市議会
編集：広報協議会
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〒184-8504
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各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

条
例
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

五
十
嵐
京
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

専
決
処
分
と
い
う
手
法
は
議
会
の

権
能
を
狭
め
る
危
険
性
が
あ
り
反
対

し
た
が
、
元
々
の
提
案
で
あ
る
公
立

保
育
園
の
一
部
廃
園
の
提
案
に
は
、

行
革
推
進
の
立
場
か
ら
賛
成
で
あ
っ

た
。
専
決
処
分
で
市
政
の
混
乱
と
映

っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、
現
実

に
は
廃
園
は
実
態
と
な
っ
て
お
り
、

我
が
会
派
は
公
立
５
園
の
状
態
に
戻

す
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
子
ど
も
の
権
利
）

専
決
処
分
を
不
承
認
と
し
た
議
員

は
、
本
議
案
に
賛
成
す
べ
き
で
、
否

決
は
違
法
が
疑
わ
れ
る
専
決
処
分
を

認
め
る
こ
と
に
な
る
。
条
例
が
否
決

さ
れ
、
そ
の
議
決
が
違
法
と
市
長
が

認
め
た
場
合
、
地
方
自
治
法
第
176
条

第
４
項
の
「
特
別
（
義
務
的
）
再

議
」
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
護
者
か
ら
は
専
決
処
分
取
消
訴
訟

が
提
訴
さ
れ
、
執
行
停
止
も
申
し
立

て
ら
れ
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

25
年
前
に
保
育
業
務
の
見
直
し
を

打
ち
出
し
て
以
来
の
課
題
が
今
日
ま

で
先
送
り
さ
れ
た
結
果
、
築
60
年
が

迫
る
園
舎
の
安
全
対
策
、
保
育
所
定

員
の
適
正
化
、
市
全
体
の
保
育
施
策

拡
充
や
質
の
向
上
に
資
す
る
人
材
確

保
、
保
育
園
の
建
て
替
え
等
の
財
政

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

本
議
案
は
廃
園
の
是
非
を
問
う
も

の
で
な
く
、
議
会
が
不
承
認
と
し
た

専
決
処
分
を
元
に
戻
す
も
の
で
あ
る
。

10
月
７
日
の
本
会
議
で
自
民
党
・
信

頼
の
湯
沢
議
員
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

公
の
施
設
を
廃
止
す
る
重
要
条
例
を
、

法
律
要
件
を
充
足
し
な
い
と
思
わ
れ

る
専
決
処
分
で
改
正
し
た
前
市
長
の

瑕
疵
を
、
議
会
が
是
正
す
べ
き
で
、

議
会
の
良
識
あ
る
判
断
を
求
め
る
。

条
例
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

長
年
運
用
し
て
き
た
個
人
情
報
保

護
条
例
の
水
準
と
透
明
性
確
保
の
た

め
に
審
議
を
重
ね
、
個
人
の
尊
厳
の

確
保
や
基
本
的
人
権
の
擁
護
が
基
本

的
な
方
向
性
と
し
て
明
示
さ
れ
た
こ

と
は
評
価
す
る
。
自
治
・
分
権
の
視

点
で
今
後
継
続
さ
れ
る
審
議
会
で
は
、

個
人
情
報
デ
ー
タ
に
関
す
る
主
権
を

持
つ
市
民
の
目
で
、
情
報
の
透
明
性

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

国
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
成
立
の
下

で
、
個
人
情
報
保
護
条
例
を
リ
セ
ッ

ト
す
る
も
の
で
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
、
地
方
自
治
の
侵
害
な

ど
重
大
な
問
題
が
あ
る
。
最
大
の
目

的
は
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
と
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
加

工
し
た
と
は
言
え
個
人
情
報
を
企
業

等
に
流
通
さ
せ
、
目
的
外
に
利
用
す

る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
た
め
反
対
す

る
。条

例
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

高
校
生
等
医
療
費
助
成
は
令
和
５

年
度
10
月
に
開
始
し
た
い
と
い
う
見

解
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
部
局
の

ご
努
力
に
よ
り
東
京
都
と
の
調
整
の

結
果
、
所
得
制
限
付
で
令
和
５
年
４

月
に
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
、
条
例

提
案
に
こ
ぎ
着
け
て
い
た
だ
い
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
が
く
（
自
民
党
・
信
頼
）

近
年
激
変
す
る
安
全
保
障
環
境
が

一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
国
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
目
の

前
の
危
機
、
現
実
か
ら
目
を
背
け
て

は
な
ら
な
い
。
反
撃
能
力
を
有
す
る

こ
と
で
抑
止
力
の
強
化
と
な
り
結
果

と
し
て
私
た
ち
国
民
を
危
機
か
ら
守

る
。
将
来
に
責
任
を
持
ち
反
撃
能
力

を
積
極
的
に
議
論
し
て
い
く
必
要
は

あ
っ
て
も
撤
回
す
る
必
要
は
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

河
野
麻
美
（
自
民
党
・
信
頼
）

脱
炭
素
化
社
会
へ
の
対
策
は
急
務

だ
が
、
新
築
住
宅
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
義
務
化
は
、
都
自
ら
２
年
の
準

備
期
間
を
必
要
と
し
て
お
り
、
本
来

設
置
補
助
事
業
の
進
捗
を
踏
ま
え
、

事
業
規
模
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
、
リ

サ
イ
ク
ル
体
制
等
の
対
応
を
明
確
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
義
務
化
の

開
始
だ
け
を
決
め
る
条
例
改
正
に
は

撤
回
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

【
12
月
22
日
・
１
月
17
日
】

▼
１　

委
員
の
選
出
に
つ
い
て

▼
２　

�

各
部
会
の
状
況
報
告
に
つ

い
て

▼
３　

�

議
会
改
革
の
調
査
事
項
に

つ
い
て

広
報
協
議
会
を

�

開
催
し
ま
し
た

市議会の委員会の委員 ◎委員長　○副委員長
名　　　　称 氏　　　　　名

総 務 企 画 委 員 ◎湯沢　綾子 〇渡辺　大三 河野　麻美 村山ひでき 斎藤　康夫
　水上　洋志 　五十嵐京子 宮下　　誠

厚 生 文 教 委 員 ◎岸田　正義 〇吹春やすたか 鈴木　成夫 水谷たかこ 坂井えつ子
　渡辺ふき子 　片山かおる 森戸よう子

建 設 環 境 委 員 ◎たゆ　久貴 〇小林　正樹 清水　がく 沖浦あつし 安田けいこ
　古畑　俊男 　遠藤百合子 高木　章成

議 会 運 営 委 員 ◎水上　洋志 〇片山かおる 沖浦あつし 水谷たかこ 湯沢　綾子
　五十嵐京子 　小林　正樹

庁舎等建設及び公共施設
マネジメント推進調査特別委員

◎沖浦あつし 〇清水　がく 吹春やすたか 安田けいこ 河野　麻美
　村山ひでき 　古畑　俊男 たゆ　久貴 五十嵐京子 小林　正樹
　渡辺　大三 　森戸よう子

行 財 政 改 革 推 進
調 査 特 別 委 員

◎渡辺ふき子 ○水谷たかこ 岸田　正義 坂井えつ子 湯沢　綾子
　斎藤　康夫 　水上　洋志 遠藤百合子 宮下　　誠 高木　章成
　片山かおる

委員会等の構成の変更
議員の補欠選挙に伴い、12月16日の本会議において、一部の委員会等の構成を変更しました。変更のあった
委員会等における新たな委員は以下のとおりです。 新議員の紹介

市 議 会 議 員 補 欠 選 挙
に 伴 う 議 会 人 事

市長や教育委員会等が設置している各種審議会等の委員
名　　　　称 氏　　　　　名

青 少 年 問 題 協 議 会 委 員 清水　がく 　坂井えつ子 河野　麻美 村山ひでき 小林　正樹

都 市 計 画 審 議 会 委 員 沖浦あつし 　安田けいこ 古畑　俊男 水上　洋志 五十嵐京子
遠藤百合子 　宮下　　誠 高木　章成 片山かおる

その他の委員 ◎座長　○副座長
名　　　　称 氏　　　　　名

広 報 協 議 会 委 員
◎宮下　　誠 ○坂井えつ子 清水　がく 岸田　正義 沖浦あつし
　水谷たかこ 　安田けいこ 河野　麻美 斎藤　康夫 五十嵐京子
　渡辺　大三 　片山かおる 森戸よう子

河
かわ

野
の

　麻
あさ

美
み

当選　１回
会派　�自由民主党・信頼の小金井
役職　�総務企画委員
　　　�庁舎等建設及び公共施設マネ

ジメント推進調査特別委員
　　　青少年問題協議会委員
　　　広報協議会委員

高
たか

木
ぎ

　章
あき

成
なり

当選　１回
会派　�子どもの権利を守る会
役職　建設環境委員
　　　行財政改革推進調査特別委員
　　　都市計画審議会委員

新委員長の紹介

沖
おき

浦
うら

あつし
　庁舎等建設及び公共施設マネジメ
ント推進調査特別委員会の委員長を
選出しました。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

来
年
４
月
か
ら
当
該
保
育
園
に
入

所
を
希
望
し
て
い
た
０
歳
児
の
子
ど

も
と
保
護
者
に
と
っ
て
は
重
大
な
影

響
と
な
っ
て
お
り
、
前
市
長
の
専
決

処
分
は
地
方
自
治
法
違
反
の
疑
い
が

あ
る
た
め
、
こ
の
ま
ま
施
行
さ
れ
る

こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
元
に
戻
し
、
瑕

疵
あ
る
決
定
を
治
癒
す
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。
今
後
、
専
決
処
分
の
検

証
と
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
求
め
る
。

賛
成
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論
（
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旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

敵
基
地
攻
撃
能
力
は
戦
争
へ
の
危

可
決
に
よ
っ
て
千
440
人
が
対
象
と
な

る
。
質
疑
の
中
で
新
市
長
か
ら
も
改

め
て
10
月
の
所
得
制
限
撤
廃
も
確
認

で
き
た
。

的
問
題
は
待
っ
た
無
し
で
あ
り
、
ま

た
、
職
員
組
合
と
の
合
意
も
経
て
い

な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

険
な
逆
流
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

大
軍
拡
と
大
増
税
を
行
い
、
専
守
防

衛
を
逸
脱
し
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に

参
加
し
、
先
制
攻
撃
を
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
で
は
暮
ら
し
・
憲
法
・

平
和
の
破
壊
が
起
こ
る
。
平
和
の
た

め
に
必
要
な
の
は
大
軍
拡
・
大
増
税

で
は
な
く
、
憲
法
第
９
条
を
い
か
し

た
対
話
に
よ
る
平
和
外
交
で
あ
る
。

公
聴
会
を

�

開
催
し
ま
し
た

１
月
22
日
の
議
会
運
営
委
員
会

に
お
い
て
、
市
議
会
の
議
員
定
数

に
関
す
る
陳
情
書
の
審
査
に
当
た

り
、
市
民
等
か
ら
広
く
意
見
を
聴

く
た
め
に
公
聴
会
を
開
催
し
、
６

名
の
公
述
人
の
方
か
ら
意
見
を
述

べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
議
し
た
主
な
議
案

市
立
保
育
園
条
例
の

一

部

を

改

正

す

る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

個
人
情
報
保
護
条
例

義
務
教
育
就
学
児
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
に
よ
る
新
築
物
件
へ
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
設
置
義
務
化
の

中
止
・
撤
回
に
関
す
る
意
見
書

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
の

撤
回
と
対
話
の
外
交
を

求

め

る

意

見

書
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次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、2月20日（月）午後5時までです。

総務企画委員会
開催日時：１月11日（水）午前10時
審査案件：８件
建設環境委員会
開催日時：１月16日（月）午前10時
審査案件：11件

議会運営委員会
開催日時：１月18日（水）午前10時
　　　　　１月22日（日）午前10時
　　　　　２月14日（火）午後２時
審査案件：５件
行財政改革推進調査特別委員会
開催日時：１月19日（木）午前10時
　　　　　１月20日（金）午前10時
審査案件：１件

決算特別委員会
開催日時：１月23日（月）午前10時
　　　　　２月9日（木）午前10時
　　　　　２月15日（水）午前10時
審査案件：５件
庁舎等建設及び公共施設
マネジメント推進調査特別委員会
開催日時：１月31日（火）午前10時
　　　　　２月１日（水）午前10時
審査案件：9件

厚生文教委員会
開催日時：２月７日（火）午前10時
審査案件：25件

令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第１０回） ○ － ○ － ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第１１回） ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和 ４ 年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 ３ 回） ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和 ４ 年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第 ２ 回） ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

小金井市個人情報保護条例 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 原案可決

小金井市個人情報保護条例に対する修正案（議員提案） × × × － × × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ × × 即 否　決

小金井市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決

損害賠償の額を定め、和解することについて ○ － ○ － ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 可　決

損害賠償の額を定め、和解することについて ○ － ○ － ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 可　決

令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第１２回） ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

小金井市立保育園条例の一部を改正する条例を廃止する条例 × × × － × × × × 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ 即 否　決

小金井市議会運営委員会条例の一部を改正する条例（議員提案） ○ － ○ － ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

小金井市立保育園条例の一部を改正する条例の専決処分事件の監査請求について（議員提案） × × × － × × × × 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × △ × × × 即 否　決

○：賛成 ×：反対 △：退席 －：欠席（産休または病気療養） 議：議長（原則、採決には加わらず） 議
　
決
　
結
　
果
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　予：予算特別委員会

【会派略称】　自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会
　　　　　　会：こがねい市民会議　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井

○：賛成 ×：反対 △：退席 －：欠席（産休または病気療養） 議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果
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子件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

敵基地攻撃能力保有の撤回と対話の外交
を求める意見書

敵基地攻撃能力の保有は専守防衛を覆し事実上の先制攻撃となる。防衛政策
の大転換は閣議決定ではなく、国会で審議するべき重大事項である。抑止力
強化による軍拡ではなく、法を尊守し対話の外交を強化することを求める。

×－×－××○△議○○×○○○○○×××○×○○原案可決

閣僚の政治資金等に関する疑惑の全容究
明を求める意見書

閣僚の政治資金などの疑惑が次々と明らかになっている。内閣総辞職など責
任が問われる事態であり、首相を始め閣僚の統一協会及び政治資金等の疑惑
の全容解明と、首相の任命責任を明らかにすることを求める。

×××－××○○議○○○○○○○○×××○○○○原案可決

学校現場において「屋外ではマスクの着
用は原則不要」とする政府方針の周知徹
底を求める意見書

厚生労働省は感染症対策にメリハリをつけるとするが、子どもたちは登下校
時や運動時でもマスク着用が常態化している。マスクを外せない子にも配慮
しながら屋外では原則外すことができるよう更なる周知広報を強く求める。

○○○－○○○○議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

統一協会の被害を根絶するため、実効性
ある救済制度にし、政治家との癒着の全
容解明を求める意見書

被害者救済法が成立したが、内容は実効性が不十分だと問題が指摘されてい
る。よって、実効性のある救済制度にし、政治家との癒着関係を全容解明し、
全ての関係を断ち、解散命令を請求することを求める。

×××－××○○議○○○○○○○○×××○○○○原案可決

原発推進の「今後の原子力政策の方向性
と実現に向けた行動指針」に抗議し撤回
を求める意見書

大規模集中型の電源である原発は、事故やトラブルの影響が広範囲に及ぶ。
気候変動対策や電力需給ひっ迫対策としても、誤った選択肢である。福島第
一原発事故が収束しない中、この行動指針に強く抗議し撤回を求める。

×××－××○○議○○○○○○○○×××○△○○原案可決

帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接
種化を求める意見書

帯状疱疹ワクチンは高額なことから、接種を諦める高齢者も少なくない。一
定の年齢以上の国民に対するワクチンの有効性等を早急に確認し、同ワクチ
ンの助成制度の創設や予防接種法に基づく定期接種化を強く求める。

○○○－○○○○議○×△××○○○○○○××××原案可決

知的障がい者及び知的障がい行政に対す
る国の対応拡充を求める意見書

国際的な知的障がいの定義や、自治体の負担等も踏まえた判定方法や基準の
在り方の検討を踏まえ、知的障がい行政・手帳制度について、国の法律によ
る全国共通の施策として展開することを強く求める。

○○○－○○○○議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

度重なる保育園での園児虐待等、子どもの
人権侵害事案の徹底解明を求め、早急な再
発防止策を講ずることを強く求める意見書

全国の保育園で園児虐待事件が次々と発覚している。原因は、保育士の責任
はもとより、保育の在り方や慢性的な人手不足など多岐にわたる。市議会
は、政府に対して、事件の徹底解明を求め早急な対策を求める。

○○○－○○○○議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

臨時国会で成立した障害者総合支援法等
改正一括法の早期見直しを求める意見書

障害者総合支援法改正法案が賛成多数で成立したが、障害当事者などから改
善を求める声が上がった。政府は国連障害者権利委員会の総括所見を真摯に
受け止め、当事者や専門家も含め法律の早期見直しすることを求める。

×××－××○○議○○○○○○○○×××○×○○原案可決

心身障害者福祉手当の過払いに関して、
行政責任を明らかにすることを求める決
議

多摩２6市の大半で実施しているように、毎年現況届の書類を送付するか、市
保有情報で調査すべきであった。それをせず支給をしていたことは怠慢と指
摘されても仕方がない。市長及び行政の責任を明確にするよう求める。

○○○－○○○○議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

東京都による新築物件への太陽光パネル
等の設置義務化の中止・撤回に関する意
見書

東京都議会は、ハウスメーカー等特定建築主に新築物件への太陽光パネル等
の設置を義務化する環境確保条例を可決したが、人権、経済、防災の観点か
ら問題がある。よって、義務化につき、直ちに中止・撤回を強く求める。

○○○－○○××議×○○○○×××××××○×× 否　決

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

※�各委員会の審査案件は、
二次元コードをスマート
フォン等で読み取ると、
ご覧いただくことができ
ます。

閉会中の委員会日程及び審査案件

※紙面の都合により、審査案件の掲載は省略しています。

請願・陳情の訂正・撤回
新庁舎「議場」の市民利用を可能にするため、具体的な対応を求める陳情書の訂正 陳情者から訂正の申出があり、全会一致（欠席 １ 名）で訂正を承認しました。
耐震構造の違いによる揺れの違い、接点部分の床の動き、敷地の浸水状況等をわかりやすい動画で市民に公開することを求める陳情書の撤回

左の１6件の陳情書については、陳情者から撤回の申出があり、
全会一致（欠席 １ 名）で撤回を承認しました。

新庁舎等建設における浸水対策の遅延について、設計業者の責任を第三者による厳正な調査で解明することを求める陳情書の撤回
高齢者・障がい者などが数多く利用する福祉会館に免震構造を採用しないとの差別的設計の即時見直しを求める陳情書の撤回
市長の「新庁舎設計の大胆な見直し」発言を踏まえ、十分な面積の広場の確保を求める陳情書の撤回
市長の「新庁舎設計の大胆な見直し」発言を踏まえ、新福祉会館にも免震構造を採用することを求める陳情書の撤回
市長の「新庁舎設計の大胆な見直し」発言を踏まえ、駐車場は地下ではなく地上に設置することを求める陳情書の撤回
市長の「新庁舎設計の大胆な見直し」発言を踏まえ、敷地全体に浸水対策を行うことを求める陳情書の撤回
市長の「新庁舎設計の大胆な見直し」発言を踏まえ、庁舎床面積の縮減を求める陳情書（その １ ）の撤回
市長の「新庁舎設計の大胆な見直し」発言を踏まえ、庁舎床面積の縮減を求める陳情書（その ２ ）の撤回
市長の「新庁舎設計の大胆な見直し」発言を踏まえ、議場の市民利用の実現を求める陳情書の撤回
一般質問YouTube中継のカメラアングルの改善を求める陳情書の撤回

【保育園廃園問題】財政効果の虚偽・瑕疵を是正後、パブリックコメントの再実施を求める陳情書の撤回
【保育園廃園問題】財政効果の虚偽・瑕疵を是正後、市民説明会の開催を求める陳情書の撤回
【保育園廃園問題】市長が作成した財政効果に関する資料について、虚偽・瑕疵部分の是正を求める陳情書の撤回
国基準を満たす園庭を備えた認可保育園の割合が多摩２6市でワースト １ 位であることに関する陳情書の撤回
国基準を満たす園庭を有する保育園は廃園にしないことを求める陳情書の撤回
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次の定例会は令和5年2月17日（金）開会予定です。

　2022年10月21日、22日に開催した議会報告会「市民と議
会の交流会議」の報告とともに、当日使用したスライド、テーブ
ルトークで出たご意見、アンケート結果も含めて市議会ホームペ
ージに公開しました。
　本年度は初の試みとして平日の夜と土曜日の午後、2会場で開
催しました。初めて参加された方も多く、前向きな評価ととも
に、議会や運営方法に対するご意見やご要望もい
ただいています。
　議会の活動を市民の皆様にお伝えし、直接ご意
見を伺う貴重な機会として、今後もよりよいもの
にしていくために、いかしてまいります。
　アンケートの一部をご紹介します。

●議会からの報告（説明）はいかがでしたか

● わかりやすかった
● わかりづらかった
● どちらとも言えない

52.5%

30%

17.5%

「初めて参加した。とても勉
強になった。」「色々なお話が
聞けて良かった。議員の方々
と直接お話できたのが良かっ
た。」などのご意見が寄せら
れました。

●テーブルトークの内容（説明）はいかがでしたか

● わかりやすかった
● わかりづらかった
● どちらとも言えない

64.1%

25.6%

10.3%

一方で、「テーブルトークの
時間を長めにとっていただけ
るとよいと思う。」「テーブル
トークの意見をきちんと反映
してほしい。」といったご意
見なども出されました。

どんな“市議会だより”がいいですか？
シール投票を行いました

　広報協議会紙面改革部会では、読みやすく親しみやすい市議会だよりに
するため、改善に取り組んでいます。写真コンクール入賞作品の画像を紙
面表紙に取り入れたり、現在は、来年度発行予定の臨時号を試行的に現行

の大きさ(タブロイド版)からA4サイズに変更する
予算要望をしています。
　2022年10月、市議会主催の議会報告会会場
に、本市と他市の議会だよりを数点並べ、参加者の
方にシール投票をお願いしたところ、A4サイズの
議会だよりに票が多く集まる結果となりました。

報告書を公開しました！

小金井市議会議員名簿
議席
番号 氏　　名 所 属 会 派 住　　　所 電話番号 FAX番号

1 清 水　 が く 自由民主党・
信頼の小金井

〒184 -0004 本町 2 - 8 - 27
ミキハイツ101（事務所） 090 - 2758-9942 042-383-5477

2 吹春やすたか 自由民主党・
信頼の小金井

〒184 -0015 貫井北町 1 - 14 - 6
ハウスセルレア201 080-8116-0866 042-306-6680

3 岸 田　 正 義 み ら い の
こ が ね い 〒184 -0005 桜町 1 - 10 - 24 042-383-1819 042-383-1819

4 沖 浦 あ つ し み ら い の
こ が ね い

〒184 -0012 中町 3 - 22 - 14 - 410
武蔵小金井ハイデンス 090-4731-8902

5 鈴 木　 成 夫 み ら い の
こ が ね い 〒184 -0014 貫井南町 1 - 26 - 21 042-386-1356 042-301-9886

6 水 谷 た か こ 小 金 井 を
おもしろくする会 〒184 -0011 東町 4 - 38 - 27 - 201（事務所） 042-315-6001 042-315-6001

7 安 田 け い こ 生 活 者
ネットワーク

〒184 -0013 前原町 3 - 40 - 1 小金井スカイ
コーポラス311 -A号室 042-387-1068 042-387-1068

8 坂 井 え つ 子 緑・つながる
小 金 井 〒184 -0004 本町 2 - 19 - 6　 1 - 105（事務所）090-1796-7652

9 河 野 麻 美 自由民主党・
信頼の小金井 〒184 -0013 前原町 5 - 8 - 5 （事務所） 090-9249-6546 042-382-9200

10

11 渡 辺 ふ き 子 小金井市議会
公 明 党 〒184 -0003 緑町 1 - 5 - 8 042-304-9568 042-304-9568

12 村 山 ひ で き み ら い の
こ が ね い

〒184 -0004 本町 6 - 13 - 17
サンライズ武蔵小金井702 042-386-5543 042-386-5560

議席
番号 氏　　名 所 属 会 派 住　　　所 電話番号 FAX番号

13 斎 藤　 康 夫 こ が ね い
市 民 会 議 〒184 -0013 前原町 5 - 20 - 32（16） 042-382-0911 042-382-0911

14 古 畑　 俊 男 子どもの権利を
守 る 会 〒184 -0012 中町 3 - 15 - 28 090-1732-5522 050-1538-1836

15 た ゆ　 久 貴 日 本 共 産 党
小金井市議団

〒184 -0015 貫井北町 1 - 25 - 7
シルキーゼファーⅣ　101 042-203-1362 042-203-1362

16 水 上　 洋 志 日 本 共 産 党
小金井市議団

〒184 -0003 緑町 1 - 6 - 7
ハイツ光101（事務所） 042-301-9521 042-301-9521

17 五 十 嵐 京 子 自由民主党・
信頼の小金井

〒184 -0004 本町 3 - 8 - 9 - 312
ニュー小金井マンション 042-384-9920 042-384-9920

18 遠 藤 百 合 子 自由民主党・
信頼の小金井 〒184 -0014 貫井南町 4 -13 - 9 090-1536-8271 042-384-3401

19 小 林　 正 樹 小金井市議会
公 明 党

〒184 -0005 桜町 1 - 9 - 29
ベルビラージュサクラマチ101 070-6947-6078 042-387-7769

20 宮 下　　 誠 小金井市議会
公 明 党 〒184 -0014 貫井南町 4 -18 - 3 080-9804-8237 042-301-9882

21 渡 辺　 大 三 子どもの権利を
守 る 会

〒184 -0012 中町 3 - 26 - 15
第三畑山コーポ301 090-3345-6929

22 高 木　 章 成 子どもの権利を
守 る 会 〒184 -0011 東町 5 - 15 - 7 042-384-7557 042-301-7447

23 片 山 か お る 子どもの権利を
守 る 会 〒184 -0013 前原町 5 - 9 - 6 090-2460-9303 042-380-8271

24 森 戸 よ う 子 日 本 共 産 党
小金井市議団 〒184 -0011 東町 5 - 14 - 10 042-383-0514 042-383-0514

回答：40件

回答：39件

目指して市民に 議会を開かれた
議会報告会の

市内の高校に出前授業しました！
　2月13日に中央大学附属高等学校の特別授業の一環として、市議会の
出前講座「議員と話してみよう」を行いました。主権者教育実施に関する

議会改革の協議の中で、市内各高校に「出前講座」・「意
見交換会」の開催を提案してきた結果、当該高校からの
申込みがあり実施に至りました。
　当日は、議会から「市議会の概要について」の説明を
行った後、2つのテーマ（①若者の政治参加、女性の参
加、投票率などについて、②若者の抱えている問題と解

決方策について）でテーブルトークを行い､
最後に各テーブルから話し合った内容を発
表しました。詳細については別途、市議会
ホームページなどでご報告します。

2023年2月17日現在

原稿は議員が作成しています

参加者アンケートを公表しました
　2022年9月24日に実施した市民と議会の懇談会では、21人の市民か
ら参加者アンケートを寄せていただきました。集計では、「意見交換につ
いて」は､ ｢満足｣・「ほどほど満足」合わせて66.7％、「市議会に対する
認識の変化」では、「大いにあった」・「少しあった」合わ
せて66.6％と、概ね好評だったと受け止めています。議
会として広く市民に呼びかけて実施する懇談会は初めての
取組で、貴重な経験となりました。いただいたご意見･ご
要望を今後の議会活動にいかしていきたいと思います。

市民と議会の懇談会「議会のあり方
（定数･報酬等）について」で意見交換

アンケート
結果は
こちらから

報告書は
こちらから
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